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表１　各会計の予算現額
一 般 会 計
からの繰出金最終予算額下 半 期

補正予算額
上 半 期 末
予　 算　 額当初予算額会　計　名　称

�２８８億９,２５９万円２３億１,５７７万円２６５億７,６８２万円２６３億  ８００万円一　般　会　計

１０億  １３３万円６９億３,９５６万円８１２万円６９億３,１４４万円６９億３,１４４万円国民健康保険事業
特 別 会 計

特　

別　

会　

計

２０億９,７６０万円３０億１,１１８万円１,８８７万円２９億９,２３１万円２５億４,６５２万円土地区画整理事業
特 別 会 計

５億７,６９６万円１９億９,０６８万円�１９億９,０６８万円１９億９,０６８万円下水道事業特別会計
２,４４８万円３億８,１９３万円�３億８,１９３万円３億４,１２３万円老人保健特別会計

４億  ５８６万円３０億４,３０５万円３,４１９万円３０億  ８８６万円２８億４,７３２万円介護保険特別会計

３億７,７３９万円７億６,３２１万円５７１万円７億５,７５０万円７億５,６１３万円後期高齢者医療
特 別 会 計

６億  ６８８万円６８億  ７９５万円７９２万円６８億    ３万円６８億    ３万円病院事業会計
�５億９,７９０万円�５億９,７９０万円５億９,７９０万円受託水道事業特別会計
５０億９,０５０万円５２４億２,８０５万円２３億９,０５８万円５００億３,７４７万円４９１億１,９２５万円合　　　計

９１億６,４０３万円�

８６億１,３６５万円（９４.０％）�

２８８億９,２５９万円�

２２７億６,７７３万円（７８.８％）�

予算現額�

収入済額（収入率）�

２８８億９,２５９万円�

２４６億１,８６６万円（８５.２％）�

予算現額�

支出済額（執行率）�

17億7,202万円
万円
�

27億9,195万円
万円
�

26億5,751万円（95.2％）
％）
�

28億2,518万円
万円
�

24億9,302万円（88.2％）
％）
�

４１億８,９５４万円�

４５億１,０８２万円�

市債の償還金�

ごみの収集運搬、市立病院への負担金・助成金など�

小・中学校や図書館、文化センター、スポーツ施設の管理運営など�

道路や公園の管理費、下水道や区画整理のための繰出金など�

その他�
議会費・商工費・農林費など�

１９億 ２５０万円�

４億２,７４７万円（２２.５％）�

消防費�
消防署や消防団の運営費など�

８億９,８４０万円�

７億７,５９５万円（８６.４％）�

市の全般的な管理運営経費�

生活保護費、保育所運営費など�

歳　入� 歳　出�

市 債 �
臨時財政対策債、南武線連続立体交差事業債�

１３億４,１５３万円�

２億８,９００万円（２１.５％）�

国 庫 �
支出金�

生活保護費負担金、保育所運営費負担金など�
３６億３,２９２万円�

１７億１,８３１万円（４７.３％）�

５億８,０１３万円�

５億４,８２０万円（９４.５％）�

分担金
及 び �
負担金�

保育所運営費保護者負担金など�

地 方 �
交付税�

普通交付税、特別交付税�
６億９,００９万円�

７億３,２１６万円（１０６.１％）� 公債費�

土木費�

教育費�

総務費�

衛生費�

民生費�

４１億８,９５４万円�

３６億３,８４７万円（８６.８％）�

２０億２,８１５万円�

２０億２,１３１万円（９９.７％）�

２７億１,９２０万円�

２５億７,６６０万円（９４.８％）�

４５億１,０８２万円�

４０億６,４０８万円（９０.１％）�４０億６,４０８万円（９０.１％）�

３４億７,９９５万円�

２５億 １１３万円（７１.９％）�

９１億６,４０３万円�

８６億１,３６５万円（９４.０％）�

１３８億９,４４２万円�

１３５億８,０９４万円（９７.７％）�
市 税 �

市民税、固定資産税など�
１３８億９,４４２万円�

１３５億８,０９４万円（９７.７％）�

２３億７,８５０万円（６８.０％）�

都�
支出金�

３９億 ２７１万円�
子育て推進交付金、小・中学校買取費補助金など�

２８億３,１２２万円（７２.５％）�

４２億１,１０８万円�

３５億１,３４９万円（８３.４％）�
その他�

地方消費税交付金、繰越金、諸収入など�
４８億５,０７９万円�

３０億６,７９０万円（６３.２％）�

市有財産の現在高
（一般会計管理分）

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
２
６

３
億
８
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、４
回
の
補
正
に
よ
り
、

最
終
予
算
の
総
額
は
２
８
８
億
９

２
５
９
万
円
と
な
り
、　

億
８
４

２５

５
９
万
円
の
増
額
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す（
表
１
・
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

 
主
な
補
正
内
容

　

一
般
会
計
の
下
半
期
の
主
な
補

正
内
容
は
、
歳
入
で
、
国
庫
支
出

金
の
増
、
地
方
交
付
税
の
増
、
市

債
の
増
な
ど
で
す
。
歳
出
で
は
、

定
額
給
付
金
な
ど
の
増
に
よ
る
商

工
費
の
増
、
子
育
て
応
援
特
別
手

　

市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
毎
年
５
月
と　

月
の
２
回
公
表

１１

し
て
い
ま
す
。
今
回
は　

年
度
の
下
半
期
（　

年
３
月　

日
現

２０

２１

３１

在
）
の
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
係

当
な
ど
の
増
に
よ
る
民
生
費
の
増
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
の
増
、
病
院
事
業
会
計
負
担

金
及
び
助
成
金
の
増
な
ど
で
す
。

　

市
で
は
、
特
定
の
事
業
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
か
ら
区
分
し
て
収

支
を
個
別
に
経
理
す
る
特
別
会
計

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
国
民
健

康
保
険
税
や
上
下
水
道
料
金
な
ど

特
定
の
事
業
収
入
で
賄
う
こ
と
が

原
則
で
す
が
、
不
足
分
の
補
て
ん

や
法
令
に
基
づ
く
負
担
分
な
ど
に

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
計
別
予

　

学
校
建
設
や
公
園
・
下
水
道
の

整
備
、
南
武
線
連
続
立
体
交
差
事

業
な
ど
、
大
規
模
な
事
業
の
た
め

に
借
り
入
れ
た
市
債
の
会
計
別
残

高
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

５
月　

日
に
行
わ
れ
た
市
議
会

１５

臨
時
会
に
お
い
て
、
原
田
え
つ
お

議
員
、
北
浜
け
ん
い
ち
議
員
の
辞

任
に
伴
い
、
議
長
に
川
島
や
す
ゆ

き
議
員（
チ
ェ
ン
ジ　

）が
、
副
議

２１

長
に
岩
佐
い
づ
み
議
員（
民
主
党
）

　

ま
た
、 
門  
島 
す
え
こ
議
員
の

か
ど 
し
ま

辞
任
に
伴
い
、
市
議
会
選
出
の

監
査
委
員
に
田
中
し
げ
お
議
員

（
新
政
会
）が
同
意
を
得
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

※
各
氏
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
は
、

所
属
会
派
名
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

庶
務
調
査
係

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲田中しげお
　　　　議員

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
の
額
と

一
般
会
計
の
歳
出
の
支
出
済
額
を
、

市
民
一
人
当
た
り
、
１
世
帯
当
た

り
で
算
出
す
る
と
表
３
の
と
お
り

で
す
。

表２　市債（借入金）の現在高
現在高借入の会計
１６５億２,９２４万円一 般 会 計
９４億４,９５８万円下水道事業特別会計
６５億４,６４３万円病 院 事 業 会 計
３２５億２,５２５万円合　 　 　 　 　 計

※主な借入先は、財務省、総務省、公営企
業金融公庫、東京都、市中銀行です。

表３　予算上の市民の市税負担額と市民
への歳出額（一般会計分）

一世帯当たり一人当たり区　分
３９０,３４７円１６４,２３１円市 税 負 担 額
７０７,５９５円２９７,７０８円歳 出 額

※２１年４月１日現在の住民基本台帳人口（８２,６９４人）
と世帯数（３４,７９２世帯）を用いて求めています。

グラフ１　一般会計予算の執行状況　※グラフ１・グラフ２中のパーセント表示は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

※年度末の３月は、一般会計と特別会計の歳入・歳出予算
額が確定します。各会計（病院事業会計を除く）の収入額と
支出額（決算額）は、出納整理期間が終わる５月末日に確定
します。

グラフ２　特別会計予算の執行状況
１６２,２４８㎡�

市庁舎や学校など�

１,２２９,０１３㎡�

公園や学校など�

３億４,８９８万円�

（財）いなぎグリーンウェル�
ネス財団出捐金など�

１１２億６,７２０万円�

公共施設建設基金など�

証券�証券�

土
　
地

土
　
地�

建
　
物

建
　
物�

出
資
金

出
資
金�

基
　
金

基
　
金�

土
　
地�

建
　
物�

出
資
金�

基
　
金�

市

債

の

状

況

市

債

の

状

況

負
担
と
歳
出
額

負
担
と
歳
出
額

▲岩佐いづみ
　　　　議員

▲川島やすゆき
　　　　　議員

特

別

会

計

特

別

会

計

一

般

会

計

一

般

会

計

算
は
表
１
・
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り

で
す
。

財財
政政
状状
況況
のの
公公
表表

年年
度度
下下
半半
期期

2200
議

長
に

川
島
や
す
ゆ
き
議
員

 
議　

長
に 
川
島
や
す
ゆ
き
議
員 

副
議
長
に

 
副
議
長
に 
岩
佐

い
づ
み
議
員

岩
佐　

い
づ
み
議
員 

監
査
委
員
に

 
監
査
委
員
に　田

中
し
げ
お
議
員

田
中
し
げ
お
議
員 
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稲
城
市
議
会
か
ら



２１・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

小
金
井
市
の
可
燃
ご
み

受
け
入
れ
の
経
緯
に
つ
い
て

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

２００�２００�

　

公
的
年
金
等
を
受
給
し
、
年
金

所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
納
税
義

務
が
あ
る
方
は
、　

月
か
ら
年
金

１０

を
支
給
す
る
社
会
保
険
庁
な
ど
の

年
金
保
険
者
が
年
金
か
ら
住
民
税

を
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）し
、

市
区
町
村
へ
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
金
を
受

給
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
直
接
金
融

機
関
な
ど
の
窓
口
で
、
納
め
る
手

間
が
省
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
左

図
参
照
）
。
こ
の
改
正
に
あ
わ
せ

て
、
納
税
通
知
書
の
様
式
を
変
更

し
て
い
ま
す
。

※
徴
収
方
法
が
変
更
す
る
だ
け
で

税
額
に
変
更
は
生
じ
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方　

①　

歳
以
上
の
方　

②
前

６５

年
中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民

税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方　

③
前

年
中
に
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て

い
た
方　

④
当
該
年
度
の
初
日（
４

月
１
日
）
に
老
齢
基
礎
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
方

※
次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が　
１８

万
円
未
満
の
方　

②
当
該
年
度
の

これまでの徴収方法�
（普通徴収）�

１０月からの徴収方法�
（特別徴収）�

金融機関などの窓口�
役所、役場の窓口�年金受給者�

市区町村�

年金の�
支給�

住民税�
納付�

年金受給者�

市区町村�

住民税額を�
引いた年金額�

住民税�

市区町村へ�
直接納入�

年金の支給�

年
金
保
険
者�

（
社
会
保
険
庁
な
ど
）�

年
金
保
険
者�

（
社
会
保
険
庁
な
ど
）�

特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金

等
の
年
額
を
超
え
る
方　

③
介
護

保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
方

※　

歳
〜　

歳
の
方
の
年
金
所
得

６０

６４

に
か
か
る
税
額
に
つ
い
て
は
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
年
金　

国
民
年
金

法
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
等
の
老

齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金　

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象
と
な
る
税
額　

厚
生
年
金
、

共
済
年
金
、
企
業
年
金
な
ど
を
含

む
す
べ
て
の
公
的
年
金
等
に
か
か

る
所
得
額
に
応
じ
た
住
民
税
額

※
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る

方
は
、
別
途
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
、
普
通
徴
収
に
よ
る
税
額
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
徴
収
方
法（
表
１
・
表
２
参
照
）

 　

年
度（
１
年
目
）の
納
め
方

２１

〔
表
１
参
照
〕 

　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
開

始
に
伴
い
、
そ
の
年
度
の
税
額
の

徴
収
方
法
は
、
６
月
・
８
月
を
普

通
徴
収
、　

月
・　

月
・
２
月
を

１０

１２

特
別
徴
収
で
納
め
ま
す
。

※　

年
度
以
降
に　

歳
に
な
る
方

２２

６５

の
１
年
目
、
稲
城
市
に
転
入
さ
れ

た
方
の
１
年
目
も
同
様
で
す
。

 　

年
度（
２
年
目
）以
降
の

２２

納
め
方〔
表
２
参
照
〕 

　

仮
徴
収
と
本
徴
収
で
納
め
ま
す
。

○
仮
徴
収（
４
月
・
６
月
・
８
月
）

　

前
行
政
相
談
委
員
の
原
田
富

士
子
氏
が
４
月　

日（
火
）に
総

２１

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

原
田
さ
ん
は
平
成　

年
に
総

１１

務
省
行
政
評
価
事
務
所
の
行
政

相
談
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら

　

年
間
、
市
民
と
行
政
の
橋
渡

１０し
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
、
現
在
、
本
城

武
委
員
と
秋
廣
洋
子
委
員
が
引

き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

　

前
年
度
の
２
月
の
税
額
を
仮
徴

収
時
期（
４
月
・
６
月
・
８
月
）に

そ
れ
ぞ
れ
徴
収
し
ま
す
。

○
本
徴
収（　

月
・　

月
・
２
月
）

１０

１２

　

年
税
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し

引
い
た
残
り
の
年
税
額
の
３
分
の

１
ず
つ
を
本
徴
収
時
期
（　

月
・

１０

　

月
・
２
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
徴
収

１２

　

寄
附
金
控
除
は
こ
れ
ま
で
所
得

控
除
方
式
で　

万
円
を
超
え
た
額

１０

が
対
象
で
し
た
が
、　

年
度
か
ら

２１

税
額
控
除
方
式
に
変
わ
り
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
・
日
本
赤
十
字

社
・
共
同
募
金
会
に
対
し
て
寄
附

し
た
額
の
５
千
円
を
超
え
た
額
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
金
に

は
、
更
に
特
例
控
除
額
が
税
額
控

除
さ
れ
ま
す（
表
３
参
照
）。

　定額給付金と子育て応援特別手当の振り込み手続
きを５月中旬から順次行っています。
　申請書を提出いただいてから、給付金（手当）を指
定の口座に振り込むまでに１カ月程度かかります。
振り込む前には「支給決定通知書」で振り込み予定
日をお知らせしますので、ご確認ください。
　支給決定通知書が届いても指定の金融機関口座の
状況により入金できない場合もあります。その際は
「振り込み不能について（お知らせ）」を送付します
ので、再度、金融機関口座を指定してください。
※審査の段階で、申請書の記入や添付書類に不備が
あった方には「書類不備のお知らせ」を順次送付し
ますので、内容を確認のうえ、再提出をお願いしま
す。電話による問い合わせは一切いたしません。
※電話のおかけ間違いが多く発生しています。番号
を確認のうえ、おかけください。

▽問い合わせ　定額給付金等給付担当　1３７７－４５０１

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

（
一
般
廃
棄
物
）の
処
理
は
、
市

町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

最
も
基
本
的
で
か
つ
重
要
な
仕

事
と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
小

金
井
市
は
、
新
ご
み
焼
却
施
設

の
建
設
場
所
の
決
定
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
多
摩
衛

生
組
合
や 
柳  
泉  
園 
組
合
な
ど
か

り
ゅ
う 
せ
ん 
え
ん

ら
支
援
を
拒
否
さ
れ
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
の
責

任
は
全
て
小
金
井
市
に
帰
せ
ら

れ
る
わ
け
で
す
が
、
放
置
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
東
京
都
総
務
局
・
環

境
局
、
東
京
都
市
長
会
か
ら
も

多
摩
川
衛
生
組
合
（
狛
江
市
・

府
中
市
・
国
立
市
・
稲
城
市
）

の
管
理
者
で
あ
る
私
に
支
援
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

稲
葉
小
金
井
市
長
か
ら
も
直
接

「
助
け
て
ほ
し
い
」
と
話
が
あ

り
、
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
（　

市
１
町
で
エ
コ
セ
メ

２５

ン
ト
施
設
と
最
終
処
分
場
を
運

営
）
の
管
理
者
を
務
め
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、「
多
摩
は
一
つ
」

の
精
神
の
も
と
、
多
摩
地
域
の

自
治
体
が
支
援
す
る
以
外
に
な

い
と
意
を
決
し
ま
し
た
。
４
月

　

日
に
正
副
管
理
者
会
議
、
多

１７摩
川
衛
生
組
合
議
会
全
員
協
議

会
の
開
催
を
お
願
い
し
、
ま
た

地
元
自
治
会
の
対
応
な
ど
を
行

い
、
組
合
に
余
裕
の
あ
る
土
曜

日
分
、
年
間
２
千
ト
ン
の
受
け

入
れ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
平
成

３
年
に
私
が
市
長
と
し
て
仕
事

を
始
め
て
間
も
な
い
頃
、
東
京

都
副
知
事
と
府
中
市
長
の
突
然

の
来
訪
を
受
け
、
「
府
中
市
の

可
燃
ご
み
を
多
摩
川
衛
生
組
合

で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
」

と
い
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

府
中
市
・
小
金
井
市
・
調
布
市

の
ご
み
の
焼
却
処
理
を
し
て
い

た
二
枚
橋
衛
生
組
合
は
、
小
金

井
市
住
民
と
議
員
の
強
い
反
対

と
、
調
布
飛
行
場
の
関
係
で
焼

却
場
の
煙
突
の
高
さ
も
制
限
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
炉
の
建
て
替

え
計
画
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
、
多
摩
川
衛
生
組

合
で
は
、　

ト
ン
炉
２
基
の
１

９５

９
０
ト
ン
炉
へ
の
建
て
替
え
計

画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
発
電
な

ど
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が

で
き
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
炉
の
規

模
を
１
５
０
ト
ン
炉
３
基
の
４

５
０
ト
ン
と
し
、
発
電
や
稲
城

市
立
病
院
へ
の
熱
供
給
や
灰
溶

融
施
設
を
併
設
し
、
東
京
都
の

用
地
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
み
、
府
中
市
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
計
画
変
更
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
二

枚
橋
衛
生
組
合
の
行
き
詰
ま
り

を
打
開
し
て
き
た
と
い
う
経
緯

も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
多
摩
川
衛
生
組
合
を

代
表
し
て
早
期
に
新
焼
却
場
計

画
を
決
定
す
る
よ
う
、
小
金
井

市
長
に
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

市
民
税
・
都
民
税

市
民
税
・
都
民
税（（
住
民
税

住
民
税
））のの

主
な
改
正
点

主
な
改
正
点

▽▽
問
い
合
わ
せ

課
税
課
市
民
税
係

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
係

定額給付金の給付・定額給付金の給付・
子育て応援特別手当の支給子育て応援特別手当の支給

歳
以
上
で
公
的
年
金
等
を

　

歳
以
上
で
公
的
年
金
等
を

６５６５
受
給
し
て
い
る
方
へ

 

受
給
し
て
い
る
方
へ

住
民
税
を
公
的
年
金

　

住
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
か
ら

引
き
落
と
し
し
ま
す

引
き
落
と
し
し
ま
す

　

６
月　

日（
※
）に
、
住
民
税
を

１０

直
接
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
直

接
納
め
る（
普
通
徴
収
）方
へ
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

※
公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
引
き

落
と
し
開
始
に
伴
い
、
納
税
通
知

書
の
発
送
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

表３　寄附金の控除額

①＋②寄附金控除額

（寄附金額－５,０００円）×１０％①基本控除額

次のＡ・Ｂのうち少ない額
Ａ　（寄附金額－５,０００円）×（９０ 

％－所得税の限界税率）
Ｂ　住民税所得割額の１０％

②特例控除額
（都道府県・
市区町村への
寄附のみ）
※所得税の限界税率＝その方に適用される所得
税の最高税率をいいます。年収により５％～４０ 
％となります。

表１　２１年度（１年目）の納め方

特別徴収普通徴収区分

２月１２月１０月８月６月徴収月

年税額の
１／６

年税額の
１／６

年税額の
１／６

年税額の
１／４

年税額の
１／４税　額

１０,０００円１０,０００円１０,０００円１５,０００円１５,０００円（例）年税額
６０,０００円

表２　２２年度（２年目）以降の納め方

特別徴収区分

２月１２月１０月８月６月４月徴収月

本徴収　３３,０００円仮徴収　３０,０００円税　額

１１,０００円１１,０００円１１,０００円１０,０００円
（※）

１０,０００円
（※）

１０,０００円
（※）

（例）年税額
６３,０００円

※前年度の２月の税額

寄
附
金
税
制
の
拡
充

寄
附
金
税
制
の
拡
充

（
平
成

（
平
成　

年
以
降
の

年
以
降
の

2020寄
附
金
か
ら
対
象
）

寄
附
金
か
ら
対
象
）

▲受賞の様子
（写真右が原田富士子氏）

し
ま
す
。

▽
年
金
か
ら
特
別
徴
収
で
き
な
く

な
る
方
（
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ

り
ま
す
）　

他
市
町
村
へ
転
出
し

た
方
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
税

額
が
変
更
に
な
っ
た
方
な
ど

決定しました決定しました

稲稲城城市市道道路路・・公公園園名名称称

　市が管理している主要な生活
道路は、市民の皆さんの公募に
より道路名称をつけていただき、
親しまれています。
　昨年、新たに市内の道路１５路
線と公園３カ所の名称を募集し
たところ、市民の皆さんから多
数の応募をいただきました。各
地区にお住まいの方々からも意
見を伺い、その中から名称を決
定しました。ご協力いただいた
皆さんに感謝申し上げます。
　名称の詳細は市ホームページ
でご覧いただけます。

▽問い合わせ　管理課管理係（道
路）、緑と建設課緑と水の係（公
園）

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
次
の
方
々

が
、
春
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
瑞
宝
小
綬
章

末
松　

茂
孝
氏

（
元
公
立
高
校
長
・
平
尾
在
住
）

 
旭
日
双
光
章

大
河
原　

克
己
氏

（
元
稲
城
市
議
・
東
長
沼
在
住
）

春
の
叙
勲

受
章
さ
れ
た
皆
様

総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰

前前
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
委
員

原
田

富
士
子
氏

原
田　

富
士
子
氏

６５歳以上の方の年金所得にかかる住民税の納付方法



（３）　代表電話は３７８－２１１１ ２１・６・１

１�

２� ３�

若葉台駅�

水車小屋�

上谷戸川�

水車小屋�

上谷戸川�

上谷戸大橋�

Ｎ�

上谷戸�
ホタルの里�
上谷戸�
ホタルの里�

上谷戸
通り�

尾根幹
線�

上谷戸親水公園上谷戸親水公園�上谷戸親水公園�

スーパースーパー�

階
段
下
り

階
段
下
り�

テニスコートテニスコート�テニスコート�

交番�

スーパー�
電気店�

レストラレストラン（トイレ）（トイレ）�レストラン（トイレ）�

若葉台公園�若葉台公園�

池�池�

上谷戸緑地�
体験学習館�
（トイレ）� 階

段
下
り�

至永山駅�至稲城駅�

ホタル観賞区域案内図�

　

市
立
病
院
西
側
に
あ
る
看
護
師

宿
舎
と
２
階
建
て
駐
車
場
を
取
り

壊
し
て
、
そ
の
跡
地
に
４
階
建
て

（
４
層
５
段
）の
新
駐
車
場
を
建
設

し
ま
す（
左
図
参
照
）。
工
事
期
間

中
、
来
院
さ
れ
る
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
駐
車
場
は
有
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
工
事
期
間　

６
月
１
日
〜　

年
２２

３
月（
左
表
参
照
）

▽
問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院
管
理

課
施
設
係市立病院新駐車場　工事予定

１０月～２２年３月９月８月７月６月内　容
看護師宿舎
解体

既存駐車場
解体

新駐車場
建設工事

　

近
年
発
生
し
た
大
地
震
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
原
因
を
分
析
す
る

と
、
そ
の
多
く
は
住
宅
の
倒
壊
や

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

市
で
は
、
震
災
時
の
家
具
類
の

転
倒
な
ど
に
よ
る
人
的
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
東
京
都
市

長
会
の
補
助
金
を
活
用
し
、
家
具

転
倒
防
止
器
具
を
希
望
世
帯
に
無

料
で
支
給（
配
布
）し
ま
す
。
助
成

期
間
は
今
年
度
か
ら
３
年
間
の
予

定
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
家
庭
内

の
安
全
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
内
容　

家
具
転
倒
防
止
器
具「
家

具
支
え
つ
っ
ぱ
り
棒
」
な
ど
を
現

物
支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
稲

城
消
防
署
、
市
役
所
１
階
総
合
案

内
、
高
齢
福
祉
課
、
平
尾
・
若
葉

台
出
張
所
で
配
布
）
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
方（
世
帯
）

▽
支
給
世
帯
数　

約　

世
帯
（
先

５００

着
順
）

※
支
給（
配
布
）は
１
世
帯
１
回
ま

で
で
す
。

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
支
給
を

受
け
た
世
帯
の
う
ち
、
次
の
対
象

世
帯
に
は
市
が
指
定
し
た
業
者
が

訪
問
し
、
無
料
で
器
具
を
取
り
付

け
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
自
力
で
器
具
を
取
り
付
け
る

こ
と
が
困
難
な
世
帯　

①　

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯　

②
介

護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
（
要
介

護
３
以
上
）
を
受
け
た
方
を
含
む

世
帯　

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛

の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
を
含
む

世
帯　

④
難
病
医
療
費
助
成
を
受

け
て
い
る
方
を
含
む
世
帯

▽
取
り
付
け
世
帯
数　

約　

世
帯

２５０

◆
共
通
事
項

▽
申
込
期
間

○
１
回
目
＝
６
月
８
日（
月
）〜　
３０

日（
火
）

○
２
回
目
＝
７
月
１
日（
水
）〜　
３１

日（
金
）

※
高
齢
者
及
び
障
害
者
を
優
先
し

ま
す
。

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、

１
回
目
の
期
間
内
で
も
受
け
付
け

を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

「
家
具
転
倒

防
止
器
具
の
支
給（
配
布
）」
及
び

「
無
料
取
り
付
け
」
と
も
に
「
家

具
転
倒
防
止
器
具
支
給
申
請
書
」

（
稲
城
消
防
署
、
高
齢
福
祉
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲

城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
、
水
路

の
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
し
尿

と
雑
排
水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

に
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

▽
補
助
の
対
象　

公
共
下
水
道
の

事
業
計
画
認
可
を
受
け
て
い
な
い

区
域
の
住
宅
に
設
置
す
る
合
併
処

理
浄
化
槽

※
工
事
着
工
前
に
補
助
金
の
交
付

申
請
が
必
要
で
す
。

※
建
築
事
業
者
の
方
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

※
こ
の
ほ
か
制
限
が
あ
り
ま
す
の

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

合合
併併
処処
理理
浄浄
化化
槽槽

設設
置置
事事
業業
補補
助助
金金

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
な
ど

の
危
険
物
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
取
り
扱
い

を
誤
れ
ば
大
惨
事
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
ガ
ソ
リ
ン
は
、
静
電
気
な

ど
の
小
さ
な
火
花
で
も
引
火
し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
吹
き
こ
ぼ
れ

や
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
セ
ル
フ

式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油

時
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
給
油
前
に
は
、
備
え
ら
れ
た
静

電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
る
。

②
給
油
ノ
ズ
ル
は
止
ま
る
と
こ
ろ

ま
で
確
実
に
差
し
込
む
。

③
給
油
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー
は
止
ま

る
と
こ
ろ
ま
で
確
実
に
引
く
。

④
自
動
的
に
給
油
が
止
ま
っ
た
ら
、

そ
れ
以
上
は
給
油
し
な
い
。

⑤
給
油
後
は
、
給
油
ノ
ズ
ル
を
確

実
に
元
の
位
置
に
戻
し
、
燃
料
キ

ャ
ッ
プ
を
閉
め
る
。

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

　若葉台地区にある上谷戸親水公園内の上谷戸川では、地元「上谷戸ホタルの
会」が中心となって育てたホタルの飛び交う姿を見ることができます。
　昨年度は約２万９千人もの方が訪れ、ピーク時は約２００匹ものホタルの光を確
認することができました。
　今年も感動的なホタルの光を見に、どうぞ足をお運びください。

▽観賞期間　６月５日（金）～１４日（日）
※期間以外のホタル観賞はご遠慮ください。
※雨天の場合、ホタルは見ることができません。

▽時間　午後７時３０分～９時

▽会場　上谷戸親水公園（案内図参照）

▽交通　若葉台駅下車徒歩１０分または稲城駅行き路線バス「長峰二丁目」下車徒歩５分
※上谷戸親水公園の駐車場は、身障者用（１４台）となります。観賞には徒歩また
は公共交通機関でご来場ください。

▽主催　上谷戸ホタルの夕べ実行委員会

▽問い合わせ　緑と建設課緑と水の係

市
立
病
院

市
立
病
院

新
駐
車
場
の

　

新
駐
車
場
の

建
設
工
事

建
設
工
事

　

年
３
月
ま
で

年
３
月
ま
で

2222

完完成成

上谷戸ホタルの夕べ�
in稲城2009

稲城でホタルに出会えます！�
�かさ　 や　　 と�

稲城でホタルに出会えます！�
�

６月５日（金）�
　　　　～１４日（日）�
６月５日（金）�
　　～１４日（日）�

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物
安
全
週
間

６
月
７
日

６
月
７
日（
日
）

（
日
）〜

日

〜　

日（
土
）

（
土
）

１３１３

 

推
進
標
語

推
進
標
語

安安
全全
はは

意意
識識
とと

知知
識識
とと

心心
掛掛
けけ

▽
問
▽
問
い
合
わ
せ

稲
城
消
防
署

い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署　
　
 

予
防
課
予
防
係

　

予
防
課
予
防
係　

11　

・・
７７
１
１
９

１
１
９

３７７３７７

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

６５
を
対
象
に
住
宅
防
火
診
断
を
実
施

し
、
防
火
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。　

年
３
月
ま
で
実

２２

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
消
防
署
職

員（
職
員
証
携
帯
）が
訪
問
し
た
際

に
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

稲
城
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

　

年
４
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住

２２宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
大
半
は
煙

な
ど
の
有
毒
ガ
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。
早
い
段
階
で
消
火
や
避
難
を

す
る
た
め
に
、
煙
や
熱
を
感
知
し

て
音
声
や
警
報
音
で
知
ら
せ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
早
め
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　

設
置
場
所
は
、
寝
室
、
階
段
、

居
間
、
台
所
な
ど
で
、
天
井
や
壁

に
自
分
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
電
気
店
、
防
災
用
品
の

取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
日
本
消

防
検
定
協
会
鑑
定
品
の
「
Ｎ
Ｓ
マ

ー
ク
」
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。
自
治
会
な
ど
で
一

括
購
入
す
る
と
安
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
共
同
購
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

 
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

　

ま
た
、
訪
問
販
売
な
ど
で
、「
今

す
ぐ
設
置
し
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
」

な
ど
と
購
入
を
強
要
さ
れ
た
り
、

高
額
な
設
置
代
金
を
要
求
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
不
審
な
点
が

あ
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し

ょ
う
。

住
宅
防
火
診
断
の
実
施

住
宅
防
火
診
断
の
実
施

家家
具具
転転
倒倒
防防
止止
器器
具具

無無
料料
でで
支支
給給

（（
配配
布布
））しし
まま
すす

申申
し
込
み
受
付
は
６
月
８
日
か
ら

し
込
み
受
付
は
６
月
８
日
か
ら

手づくりの市民音楽会手づくりの市民音楽会 

　　上谷戸ホタル観賞の夕べ上谷戸ホタル観賞の夕べ
６６月６日（土）午後３月６日（土）午後３時時3300分分かからら

　ホタル観賞のオープニングコンサートとして「上谷戸ホタ
ル観賞の夕べ」を開催します。
　公園を吹き抜ける心地良い風を感じながら、市民グループ
の皆さんが演奏する音楽をお楽しみください。

▽期日　６月６日（土）　※雨天の場合は６月７日（日）に順延

▽時間　午後３時３０分～６時３０分

▽会場　若葉台公園　花の段々広場（上谷戸川上流。案内図③）

▽出演　 Ｄ  ３ 和太鼓部、 ｉＢＡＮＤ 、 ＢＥＡＴＶＯＸ 、駒沢
ディー スリー ア　イ　バ　ン　ド ビ　ー　ト　ボ　ッ　ク　ス

学園女子中学・高等学校ウィンド・アンサンブル部、アンサ
ンブル・ファインストーリア・ハーモニー

市立病院新駐車場　建設予定地案内図

６月６日（土）は手づくり
の市民音楽会へどうぞ！

ホタルが特に多く見られ
るスポット

第２回

谷戸の原風景を象徴する
水車小屋

器
具
の
取
り
付
け
が
困
難
な

器
具
の
取
り
付
け
が
困
難
な

世
帯
を
支
援
し
ま
す

 

世
帯
を
支
援
し
ま
す

（（
無
料
取
り
付
け

無
料
取
り
付
け
））

市ホームページでも市ホームページでも
ご案内していますご案内しています

【お願い】
○ペットを連れての観賞はご
遠慮ください。○静かに観賞
しましょう。○フラッシュを
使った写真撮影はやめましょ
う。○ホタルを持ち帰らない
ようにしましょう。



２１・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
い
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
い
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
い
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

　

皆
さ
ん
に
水
道
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
６
月

を
「
水
道
ふ
れ
あ
い
月
間
」
、
６

月
１
日
〜
７
日
を
「
水
道
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
の
３
日

（
水
）に
「
水
道
な
ん
で
も
相
談
」

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

６
月
３
日（
水
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
会
場　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
６
月
１
日
〜
７
日
ま
で
水
道
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容　

水
量
、
料
金
、
装
置
な

ど
水
道
に
関
す
る
相
談
全
般

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
庶
務
係

1　

・
１
９
１
１

３７７

�

○
子
供
の
水
泳
や
水
遊
び
に
は
大

人
が
必
ず
同
伴
し
、
目
を
離
さ
な

い
。

○
海
や
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
、

十
分
な
準
備
運
動
を
す
る
。

○
水
温
が
低
い
時
・
体
調
の
悪
い

時
・
お
酒
を
飲
ん
だ
時
は
水
に
入

ら
な
い
。

○
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子

供
を
見
つ
け
た
ら
、
必
ず
注
意
を

す
る
。

○
台
風
な
ど
の
大
雨
で
河
川
が
増

水
し
て
い
る
時
は
、近
づ
か
な
い
。

○
万
が
一
の
場
合
に
備
え
人
工
呼

吸
な
ど
応
急
手
当
を
身
に
付
け
る

（
応
急
手
当
の
講
習
会
は
稲
城
消

防
署
で
行
っ
て
い
ま
す
）
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警

防
課
警
防
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

▽
期
日　

６
月　

日（
日
）

２１

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３

１０

時▽
定
員　

５
人（
先
着
順
）

▽
費
用　
　

円
２５０

▽
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

稲
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ　

1　

・
５
３
７
４

３７９

※
開
館
日
は
水
曜
日
と
金
曜
日

で
す
。
そ
の
他
の
曜
日
は
講
習

会
な
ど
が
あ
る
場
合
の
み
開
館

し
ま
す
。

５
月　

日（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）か
ら
６
月
５
日（
環
境
の
日
）は
、「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
で
す
。
不
法
投
棄
被
害
の
防
止
、
生
活
環
境
の
保
全
、
清
潔
保
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

３０

古
布
リ
サ
イ
ク
ル

裂
き
布
ぞ
う
り
作
り

講
習
会

ごみの量（４月）�
家庭ごみ　前年同月比で約２.３％の減量�

　前年同月の一人１日当たりのごみ量
は、燃えるごみ４６９グラム、燃えない
ごみ５１グラム、合計５２０グラムであっ
たため、約２.３％の減となりました。
さらなるごみ減量のため分別などにご
協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイク
ル係

一人１日当たり市内収集量区　分

４５５ｇ１,１２９ｔ燃えるごみ

５３ｇ１３１ｔ燃えないごみ

５０８ｇ１,２６０ｔ合　計

年
度
調
査
結
果

20
 

水
質
・
酸
性
雨
・

水
質
・
酸
性
雨
・

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
・

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
・
交
通
量

交
通
量

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

②
酸
性
雨
調
査
結
果（
表
２
参
照
）

　

市
内
の
酸
性
雨
を
調
査
す
る
た

め
、
市
役
所
敷
地
内
で
採
取
し
た

雨
水
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

③
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

（
表
３
参
照
）

　

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

濃
度
を
把
握
す
る
た
め
、
市
役
所

屋
上
で
採
取
し
測
定
を
し
て
い
ま

④
主
要
街
道
・
交
差
点
交
通
量

調
査
結
果（
表
４
参
照
）

　

矢
野
口
交
差
点
は
、
交
差
点
構

６
月
は

６
月
は
「「
水
道
水
道

ふ
れ
あ
い
月
間

ふ
れ
あ
い
月
間
」」
で
す
で
す

水水
道
な
ん
で
も
相
談

道
な
ん
で
も
相
談 

を
実
施
し
ま
す

を
実
施
し
ま
す

　

酸
性
雨
と
は
、
工
場
の
排
煙
や

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
て

い
る
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物

な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
が
雨
の
中

で
酸
化
し
た
酸
性
の
雨
の
こ
と
で

す
。
酸
性
雨
は
、
魚
類
の
生
息
の

他
、
植
物
、
農
作
物
の
発
育
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

表２　酸性雨調査結果
酸性雨を示す

ｐＨ
測定値
（ｐＨ）採取日

５.６以下

４.６２０年５月２０日
４.２２０年１０月８日
５.３２０年１２月９日
４.７２１年３月６日

表４　主要街道・交差点交通量調査結果
測定日時交通量調査地点

２０年８月２０日
午前７時～午後７時

３７,０２８台川崎街道矢野口交差点

交
差
点

２４,８１０台川崎街道大丸交差点
１２,７８７台鶴川街道坂浜交差点
１６,７９５台稲城大橋入口交差点
１２,９０２台稲城五中入口交差点
１４,７０２台若葉台入口交差点
１１,６４６台稲城第三公園西交差点※

２０年８月２０日午前７時～
２０年８月２１日午前７時

２１,９７４台川崎街道（東長沼陸橋西側）主要
街道 ２６,３８４台川崎街道（稲城市立病院前）

※稲城第三公園西交差点は２０年度から実施しています。

　

「
バ
カ
の
壁
」
な
ど
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
で
お
な
じ
み
の
解
剖
学
者
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
養
老
孟
司

氏
を
お
招
き
し
、
国
内
外
を
昆
虫

２
０
０
９
環
境

２
０
０
９
環
境

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

稲
城

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

稲
城

inin

 

解解
剖
学
剖
学
者
・
者
・

東
京
大
学
名
誉
教
授

 
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

 
養  
老 
孟
司
氏
講
演
会

    

氏
講
演
会

よ
う 
ろ
う 

た
け
し

 

虫虫
眼
鏡
か
ら
見
る

眼
鏡
か
ら
見
る

地
球
の
温
暖
化

地
球
の
温
暖
化

採
集
に
飛
び
回
っ
た
経
験
を
基
に
、

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
提
言
を
い

た
だ
き
ま
す
。

※
養
老
孟
司
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

な
ど
は
広
報
い
な
ぎ
６
月
１
日
号

温
暖
化
防
止
特
集
号
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
金
）

２６

▽
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

２０

※
午
後
５
時　

分
開
場

３０

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３８５

▽
費
用　

無
料

▽
共
催　

首
都
圏
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇

談
会

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
、
フ
ァ

ク
ス（
5　

・
３
３
１
０
）、
メ
ー

３７８

ル
（k

a
n
k
y
o
u
@
c
ity
.in
a
g
i.

lg
.jp

）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

代
表
者
氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

地
ま
た
は
勤
務
地
の
地
区
名
、
参

加
人
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
環
境
保
全
係

造
が
改
良
さ
れ
た　

年
度
以
降
は

１８

増
加
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
他
の
交
差
点
は
お
お

む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

す
。調
査
結
果
は
環
境
基
準
の
０
・

６
ｐ
ｇ－

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
３

ｍ
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。
大
気
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
は
、
平
成　

年
に

１４

減
少
し
た
後
は
、
お
お
む
ね
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

※　

年
度
の
二
酸
化
窒
素
な
ど
の

２０
大
気
汚
染
物
質
調
査
結
果（
８
月
）

は
、
「
広
報
い
な
ぎ　

年　

月
１

２０

１２

日
号
３
面
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、
生
活
排

水
に
よ
る
水
質
汚
染
の
影
響
は
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
環
境
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
環
境
に

関
す
る
各
種
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

年
度
に
実
施
し
た
調
査
結

２０

果
は
次
の
通
り
で
す
。

①
河
川
水
質
調
査
結
果（
表
１
参
照
）

助
け
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
口
呼
吸
・
心
肺
蘇
生
な
ど
、
関

連
す
る
事
柄
を
交
え
て
体
験
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
血
流
に
良
い
と

さ
れ
ま
す
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
使
っ
た

料
理
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
木
）

１８

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１２

　

分
３０▽

会
場　

消
費
者
ル
ー
ム

▽
講
師　

稲
城
消
防
署
員
・
消
費

者
団
体
「
ふ
た
こ
ぶ
ら
く
だ
」
会

員▽
対
象　

一
般

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１５

▽
参
加
費　
　

円
（
試
食
代
・
行

２００

事
保
険
代
）

▽
主
催　

消
費
者
団
体
「
ふ
た
こ

ぶ
ら
く
だ
」

消
費
者
ル
ー
ム
支
援
講
座

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
学
習
と

血
流
に
良
い
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

の
ミ
ニ
学
習

▽
申
し
込
み
方
法　

消
費
者
ル
ー

ム
（
午
前　

時
〜
正
午
・
午
後
１

１０

時
〜
５
時
）
に
電
話
（
1　

・
７

３７０

５
１
０
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
１０

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費
生

活
係

　

暮
ら
し
の
中
で
、
よ
く
目
に
す

る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
、
怖
が
ら
ず
に
自

分
も
使
え
れ
ば
、
人
命
救
助
の
手

　

河
川
や
用
水
路
で
は
、
公
共
下

表１　河川水質調査結果
（類型指定のある河川）

ＳＳ
（mg／L）

ＢＯＤ
（mg／L）ｐＨ調査地点河川名

１.８１.１７.６多摩川原橋
多摩川

２５以下３以下６.５以上
８.５以下

環境基準
（Ｂ類型）

２.８１.８７.７坂浜２２５７
番地先

三沢川
４.８１.６７.８亀山橋
４.３１.５７.７天神橋

５０以下５以下６.５以上
８.５以下

環境基準
（Ｃ類型）

（類型指定のない河川）
ＳＳ

（mg／L）
ＢＯＤ
（mg／L）ｐＨ調査地点河川名

不検出０.４７.６大丸１３３０
番地先谷戸川

１４.３３.８９.４多摩川合流前
 ２.３２.２７.４平尾２－２０

麻生川
 ５.８３.３７.５平尾１－６０
 ２.３０.９７.７武蔵野線鉄橋下

大丸
用水

 ３.５０.９７.７分量橋
 ９.０１.０８.０大丸地区会館

 ５.８０.９８.１元釣堀
センター先

 ９.５１.１８.１葎草橋
 ４.７１.１７.７東長沼１９９７番地
 ８.５１.４８.１中藤公園前
 ５.３２.７７.８多摩川放流口
 ７.０９.５７.６田川
 ８.３１.２７.７菅堀
 ３.３２.６８.０清水川
 １.０２.０８.０三沢川放流口

※数値は、年４回（２０年６月、９月、１１月、２１年３月）
採水した平均値です。
※ｐＨ（水素イオン濃度）＝水の酸性、アルカリ性の度
合いを示す指標で、ｐＨが７のとき中性で、それより
大きいときはアルカリ性、小さいときは酸性になりま
す。中性でなくなると、水生生物などへの影響が懸念
されます。
※ＢＯＤ（生物科学的酸素要求量）＝水中の有機物が微
生物により分解される時に消費される酸素の量です。
有機物汚染のおよその指標になります。
※ＳＳ（浮遊物質量）＝水中に浮遊している直径２ｍｍ以
下の粒子状の物質の量で、この値が高くなると透明度
が悪くなり、光の透過が妨げられ水生生物の光合成へ
の影響や魚類のえらが詰まる原因ともなります。

表３　ダイオキシン類調査結果
（単位ｐｇ－ＴＥＱ／ｍ３）

環境基準計測値実施日

０.６以下
０.０２９２０年８月１９日

　　　～２６日夏季

０.０５５２１年２月３日
　　　～１０日冬季

１pg（ピコグラム）＝１兆分の１g

▲養老孟司氏

下水道の受益者負担金
納期限（第１期）

６月３０日（火）

▽問い合わせ
　下水道課業務係

▲納税キャンペーン研修
（５月２０日・若葉台駅、矢野口駅）
　４月に市に入庁した新入職員が、
演説や啓発物品の配布などで、今年
度からのコンビニ納付・軽自動車税
の口座振替の開始、国民健康保険税
の納期の拡大などを呼びかけました。

▲東京ヴェルディ市民無料招待試合
（５月１７日・味の素スタジアム）

　対アビスパ福岡戦。バックスタン
ドの１９６９シートで、わがまち稲城の
ヴェルディの選手に熱い声援を送り
ました（写真中央はフォワードの林
 陵 
りょう

 平 選手）。０対０で引き分けまし
へい

た。

水
の
怖
さ
を
知
り
、

水
の
怖
さ
を
知
り
、

「
水
の
事
故
」か
ら

「
水
の
事
故
」か
ら
尊
い
命
を

尊
い
命
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

守
り
ま
し
ょ
う
！



（５）　代表電話は３７８－２１１１ ２１・６・１
　

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
の
現
役
加
入
者
に
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」が
誕
生
月
に
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。届
き
ま
し
た
ら
ご
自
分

の
年
金
記
録
を
確
認
し
、訂
正
が
あ

る
場
合
の
み
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
便
に
は
、
次
の
４
点
が
同

封
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
定
期
便
本

体　

②
定
期
便
の
見
方
な
ど
の
説

明
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

③
回
答
票

④
返
信
用
封
筒

　

①
の
定
期
便
本
体
に
は
、　

こ
（１）

れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間　
　

具
（２）

体
的
な
年
金
加
入
歴　
　

将
来
見

（３）

込
ま
れ
る
年
金
額
（
ま
た
は
加
入

実
績
に
応
じ
た
年
金
額
）　
　

こ
（４）

れ
ま
で
納
め
た
保
険
料
の
累
計
額

　

厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月

（５）額
な
ど
保
険
料
納
付
額
の
月
別
状

況
一
覧　
　

国
民
年
金
の
全
加
入

（６）

期
間
の
保
険
料
の
月
別
納
付
状
況

一
覧
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

封
筒
・
回
答
票
が
色
分
け
さ
れ

て
い
て
、封
筒
は
通
常
の
方
は「
空

色
」
で
す
が
、
記
録
漏
れ
や
誤
り

の
あ
る
可
能
性
の
あ
る
方
は
「
オ

レ
ン
ジ
色
」
で
す
。
回
答
票
は
、

「
水
色
」
と
「
白
」
に
分
か
れ
、

「
水
色
」
の
回
答
票
が
入
っ
て
い

た
方
は
必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

「
水
色
」
の
回
答
票
は
、
昨
年
ま

で
の
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
回

答
し
て
い
な
い
方
、　

年
度
に　

２１

５８

歳
に
な
る
方
、
記
録
漏
れ
や
標
準

報
酬
月
額
に
誤
り
の
あ
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
な
り
ま
す
。
「
白
」

の
回
答
票
の
方
は
、
訂
正
個
所
が

な
け
れ
ば
回
答
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

共
済
年
金
の
記
録
は
、
記
録
確

認
中
の
た
め
、
表
示
履
歴
な
ど
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
ね
ん
き
ん
定
期
便
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専

用
ダ
イ
ヤ
ル　

1
０
５
７
０
・　

・ 
０５８

　
　５５５

 
障
害
基
礎
年
金

　

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の

初
診
日
が
国
民
年
金
に
加
入
中
で

あ
っ
た
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
一
定
の
保
険
料
納
付
要

件
が
あ
り
ま
す
）
。

　

な
お
、　

歳
に
な
る
前
に
初
診

２０

日
が
あ
る
病
気
や
け
が
が
原
因
で

障
害
の
状
況
に
な
っ
た
場
合
は
、

　

歳
か
ら
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

２０で
き
ま
す
（
一
定
の
所
得
要
件
が

あ
り
ま
す
）
。

▽
支
給
額

○
１
級
＝
年
額　

万
１
０
０
円

９９

○
２
級
＝
年
額　

万
２
１
０
０
円

７９

※
こ
の
他
に
子
の
加
算
額
が
つ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
方
は
、

府
中
社
会
保
険
事
務
所
（
1　

・
３６１

１
０
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
及
び
免
除
・
猶

予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
も
障
害

基
礎
年
金
の
保
障
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

 
特
別
障
害
給
付
金

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
に

加
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
障

害
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い

障
害
者
の
方
が
、
次
の
支
給
対
象

に
該
当
す
る
場
合
は
、
請
求
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
特
別
障
害
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
当
時
、
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
に
初
診
日
が

あ
り
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
１
級

ま
た
は
２
級
相
当
の
障
害
に
該
当

す
る
方　

①
平
成
３
年
３
月
以
前

に
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ

っ
た
学
生　

②
昭
和　

年
３
月
以

６１

前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
、
被
用
者（
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
な
ど
の
加
入
者
）の
配
偶
者

▽
支
給
額　

障
害
基
礎
年
金
１
級

相
当
に
該
当
す
る
方
＝
年
額　

万
６０

８
４
０
０
円
、
２
級
相
当
に
該
当

す
る
方
＝
年
額　

万
６
７
２
０
円

４８

▽
支
給
制
限　

本
人
の
所
得
の
制

限
が
あ
り
ま
す
。

※
老
齢
年
金
・
遺
族
年
金
・
労
災

補
償
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

そ
の
受
給
額
相
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
障
害
基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年

金
、障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
年

金
係

　

７
月
１
日
か
ら
市
に
在
住
す
る

外
国
人
な
ど
の
高
齢
者
・
障
害
者

を
対
象
に
福
祉
給
付
金
の
支
給
を

行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

昭
和　

年
３
月　

日
以

６１

３１

前
か
ら
引
き
続
き
日
本
に
居
住
し

て
い
る
外
国
人
な
ど
の
う
ち
、
市

に
外
国
人
登
録
ま
た
は
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
で
、
次
の
①
②
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
の
受
給
要
件
を
制
度

上
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

大
正　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

（１）

１５

ま
れ
た
方

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に
生

（２）

３７

ま
れ
た
中
度
以
上
の
障
害
者
の
う

ち
、
昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に

５７

中
度
以
上
の
障
害
者
で
あ
っ
た
方

ま
た
は
同
日
以
後
中
度
以
上
の
障

害
者
と
な
っ
た
が
そ
の
初
診
日
が

同
日
前
の
方

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に
生

（３）

２２

ま
れ
た
方
の
う
ち
、
昭
和　

年
１

５７

月
１
日
か
ら
昭
和　

年
３
月　

日

６１

３１

ま
で
の
間
に
中
度
以
上
の
障
害
者

と
な
っ
た
方
ま
た
は
昭
和　

年
４

６１

月
１
日
以
後
中
度
以
上
の
障
害
者

と
な
っ
た
が
そ
の
初
診
日
が
同
日

前
の
方

※
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
こ
の

給
付
金
と
同
様
の
手
当
や
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
、
市
に
外
国
人

登
録
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
た
日

か
ら
１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

や
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
申
請

時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
額　

月
額
１
万
円

▽
申
請
方
法　

市
在
日
外
国
人
等

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
給
付
金
支

給
申
請
書（
兼
口
座
振
込
依
頼
書
）

に
関
係
書
類
を
添
付
し
て
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
福

祉
課
地
域
福
祉
係

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
６
月
以
降

の
受
給
資
格
の
確
認
を
し
ま
す
の

で
、
現
況
届
を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

現
況
届
の
提
出
に
必
要
な
書
類
を

郵
送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い

方
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

今
後
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

▽
提
出
方
法　

子
育
て
支
援
課
ま

た
は
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
の
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
課
へ
の
郵
送
で
も

受
け
付
け
ま
す
（
届
け
出
に
当
た

っ
て
は
特
定
記
録
な
ど
を
お
勧
め

し
ま
す
）
。

▽
提
出
期
限　

６
月　

日
３０

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

児
童
係

　

今
年
度
か
ら
、
次
の
点
が
改
正

と
な
り
ま
す
。

○
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
介
護
分
の
課
税
限
度
額
が
９

万
円
か
ら　

万
円
に
変
更
と
な
り

１０

ま
す
。

○　

月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま

１０
り
ま
す
。

○
納
期
１
回
あ
た
り
の
お
支
払
い

額
を
少
な
く
す
る
た
め
、
年
７
回

払
い
が
９
回
払
い
に
変
更
と
な
り

ま
す（
７
月
末
〜
翌
年
３
月
末
）。

○
国
民
健
康
保
険
税（
納
付
書
）を
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
お

支
払
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

※　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税

２１
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
予

定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

　

市
で
は
、
市
内
の
理
髪
店
・
美

容
院
で
利
用
で
き
る
割
引
券
を
お

届
け
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
市
内
在
住

７５

で
住
民
税
非
課
税
の
方

▽
配
布
枚
数　

一
人
５
枚
ま
で

※
申
請
日
に
よ
っ
て
枚
数
が
異
な

り
ま
す
。

▽
利
用
期
間　
　

年
３
月　

日
ま

２２

３１

で▽
申
請
方
法　

窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
６
月
中
に
申
請
さ
れ
る
方
で　
２０

年
１
月
２
日
以
降
に
稲
城
市
に
転

入
さ
れ
た
方
、
７
月
以
降
に
申
請

さ
れ
る
方
で　

年
１
月
２
日
以
降

２１

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地

の
住
民
税
非
課
税
証
明
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福

祉
課
高
齢
福
祉
係

　

足
に 
魚 
の 
目 
や
た
こ
、巻
き
爪
、

う
お 

め

む
く
み
な
ど
が
あ
る
と
転
倒
な
ど

の
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

足
の
手
入
れ
で
毎
日
の
生
活
を
気

持
ち
よ
く
し
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
・
会
場　

第
１
回
＝
６
月

　

日（
水
）・
ふ
れ
ん
ど
平
尾
、
第

２４２
回
＝
７
月　

日（
水
）・
第
三
文

１５

化
セ
ン
タ
ー

▽
時
間　

各
回
と
も
午
前　

時
〜

１０

正
午

▽
内
容　

○
高
齢
者
の
足
の
ト
ラ

ブ
ル
と
は　

○
足
の
お
手
入
れ
方

法　

○
足
の
爪
の
切
り
方　

○
靴

の
選
び
方

▽
定
員　
　

人
程
度

１０

※
両
日
参
加
で
き
る
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
１５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲

城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

1

　

・
６
６
０
１

３３１
　

高
齢
者
の
方
と
家
族
の
皆
さ
ん

で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

６
月
７
日（
日
）

※
雨
天
決
行

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１２

　

分
３０▽

会
場　

ひ
ら
お
苑

▽
内
容　

①
講
演
会
「
知
っ
て
得

す
る
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、 
膝 
痛
な

ひ
ざ

ど　

今
す
ぐ
で
き
る
『
ツ
ボ
』
療

法
！
実
技
編
」　

②
和
太
鼓
「
和
」

に
よ
る
演
奏　

③
市
の
介
護
予
防

事
業
、
地
域
活
動
な
ど
の
紹
介　

④
認
知
症
の
情
報
提
供
、
介
護
・

健
康
相
談　

⑤
栄
養
展
、
介
護
食

の
紹
介　

⑥
模
擬
店
（
手
作
り
の

お
弁
当
な
ど
）　

⑦
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー（
輪
投
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
）

▽
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ひ
ら
お
苑　

1　

・
５

３３１

６
６
６

　

介
護
さ
れ
て
い
て
、
お
困
り
の

こ
と
や
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
認
知
症
家
族
会
で
は
、

皆
さ
ん
の
経
験
を
共
有
し
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

現
在
、
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
ご
家
族
や
、
介
護

し
た
経
験
の
あ
る
方

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

１０

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

１５

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
苑

1　

・
５
５
０
０

３７９

「「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
届
き
ま
す

が
届
き
ま
す

高
齢
者

高
齢
者
理
美
容
割
引
券

理
美
容
割
引
券

　

歳
か
ら
考
え
た
い

歳
か
ら
考
え
た
い

6060
 

高高
齢
者
向
け

齢
者
向
け

足
の
健
康
教
室

足
の
健
康
教
室

ひひ
らら
おお
苑苑

みみ
どど
りり
のの
広広
場場

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

認
知
症
家
族
会

認
知
症
家
族
会

献血にご協力を献血にご協力を
　日赤血液センターでは、移動採血車に
よる献血を行います。献血に対する皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

▽期日　６月１１日（木）

▽場所　市役所西側駐車場

▽時間　午前１０時～午後３時４５分

▽問い合わせ　生活福祉課地域福祉係

　

年
度
年
度

２１２１国
民
健
康
保
険
税
の

国
民
健
康
保
険
税
の

改
正
点

改
正
点

在
日
外
国
人
等

高
齢
者
・
障
害
者
の
方
へ

福
祉
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

現
況
届
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

児児
童
手
当
･

童
手
当
･

児
童
育
成
手
当

児
童
育
成
手
当

ご利用くださいご利用ください

 保保育マ育マママ
（家庭福祉員（家庭福祉員））

　両親の就労などの理由により、
日中保育ができない方に代わって、
保育ママの自宅（向陽台地区１人、
矢野口地区１人）で家庭的な保育
を行います。

▽対象　市内在住の生後８週目か
らおおむね２歳までの乳幼児

▽保育日・時間　月～土曜日・午
前８時１５分～午後５時１５分

▽費用　４万３千円（月額）
※延長保育が必要な方は別に延長
保育料などがかかります。また食
事や寝具、玩具、おむつなどは持
参または実費負担となります。　

▽定員　各３人

▽申し込み方法　子育て支援課に
ある申込書に就労証明書などを添
えて申し込んでください。

▽申し込み・問い合わせ　子育て
支援課保育係



２１・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

駅
前
駅
前放置

自
転
車
ゼ
ロ

放
置
自
転
車
ゼ
ロ

を
目
指
し
て

を
目
指
し
て

華華麗麗ななアアジジササイイをを
見見つつけけままししょょうう

　稲城市植木 花  卉 生産振興会では、
か き

梅雨時のまちを鮮やかに彩るアジ

サイなどの展示即売会を行います。

あわせて朝採り野菜、植木の即売

を行います。

▽期日　６月１２日（金）・１３日（土）

▽時間　午前１０時～午後３時

▽会場　ＪＡ東京みなみ稲城支店

駐車場

▽問い合わせ　ＪＡ東京みなみ稲

城支店指導経済課　1３７７－６００２

▲お気に入りのアジサイを見つけま
せんか

　

７
月　

日
執
行
の
東
京
都
議
会

１２

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・
授

業
料
な
ど
）
・
出
産
（
分
娩
・
入

院
費
用
な
ど
）
・
住
宅
〔
増
改
築

な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
含
む
）
〕
資
金
の
調

達
を
予
定
す
る
方
に
、
取
扱
金
融

機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利

の
補
助
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る　

歳
以
上
の
方
で
、
市
税
を
滞

２０
納
し
て
い
な
い
方　

②
平
成　

年
２０

の
世
帯
合
計
所
得
（
給
与
収
入
の

み
の
世
帯
の
場
合
、
給
与
所
得
控

除
後
の
金
額
）
が　

万
円
以
内
の

６００

方　

③
安
定
し
、
継
続
し
た
収
入

の
あ
る
方　

④
勤
続
年
数
ま
た
は

営
業
年
数
が
１
年
以
上
で
、
現
在

も
継
続
し
て
い
る
方　

⑤
信
用
保

証
機
関
の
保
証
が
得
ら
れ
る
方

▽
融
資
限
度
額（
返
済
期
間
）

○
教
育
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

１００

内
）　

○
出
産
資
金
＝　

万
円（
３

５０

年
以
内
）　

○
住
宅
資
金
＝　

万
３００

円（
５
年
以
内
）

▽
融
資
利
率（
２
・
８
％
）

本
人
負
担
＝
０
・　

％
９８８

市
補
助
＝
１
・　

％
８１２

※
教
育
資
金
と
、
稲
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
で
耐
震
診

断
を
受
け
て
耐
震
補
強
改
修
工
事

を
行
う
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
は
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て　
２３

年
度
ま
で
、
各
年
度
、
本
人
負
担

利
率
が
２
分
の
１
（
０
・　

％
↓

９８８

０
・　

％
）
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

４９４

た
だ
し
、
金
融
機
関
に
０
・　

％
９８８

の
本
人
負
担
利
率
を
お
支
払
い
い

た
だ
き
、
各
年
度
末
に
、
市
に
対

し
て
利
率
０
・　

％
分
を
ご
請
求

４９４

い
た
だ
く
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

▽
申
請
方
法　

次
の
す
べ
て
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
請
書
（
経
済
課
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
）　

②
最
新
の
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど

収
入
を
証
明
す
る
書
類　

③
住
民

票（
世
帯
全
部
記
載
）　

④
印
鑑
証

明
書　

⑤
資
金
の
使
い
道
が
確
認

で
き
る
書
類
（
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
）

　

「
働
く
」
こ
と
は
、
男
女
の
差

仕
事
や
職
場
で
の
人
間
関
係
の
相

談
、
自
身
の
生
き
方
、
ま
た
は
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
深
刻

な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

現
代
社
会
で
は
個
人
の
悩
み
は

複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
悩
み
を
自
分
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
に
専
門
の
相
談
員
に
打
ち
明

け
て
、
心
の
負
担
を
軽
く
し
ま
せ

ん
か
。
面
接
に
よ
る
相
談
が
困
難

な
方
は
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
、
第
４
土
曜
日

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

▽
費
用　

無
料　

▽
申
し
込
み
方
法　

相
談
日
前
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協

働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

　

６
月
１
日
か
ら
、
心
身
に
障
害

の
あ
る
お
子
さ
ん
が
そ
の
障
害
や

発
達
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
教

育
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

就
学
に
関
す
る
相
談
の
受
け
付
け

を
随
時
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
、

医
師
、
心
理
の
専
門
家
な
ど
が
当

た
り
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①　

年
４
月
か
ら
小
・
中
学
校
に

２２

入
学
す
る
児
童
・
生
徒
で
心
身
に

障
害
の
あ
る
方

②
就
学
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け

て
い
る
児
童
・
生
徒
で　

年
４
月

２２

か
ら
就
学
を
希
望
す
る
方

③
小
・
中
学
校
に
在
学
中
の
児
童
・

生
徒
で　

年
４
月
か
ら
都
立
特
別

２２

支
援
学
校（
盲
・
ろ
う
学
校
含
む
）

に
就
学
を
希
望
す
る
方

▽
申
し
込
み
方
法　

愛
の
手
帳
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、
相
談
の

参
考
と
な
る
書
類
を
持
参
（
就
学

猶
予
の
方
は
、
就
学
猶
予
免
除
証

明
書
を
持
参
）
し
て
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日

１２

２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学

校
教
育
課
学
務
係
、
指
導
室

自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車
を

ご
利
用
の
方
へ

　

現
在
、
市
内
各
駅
周
辺
の
放
置

自
転
車
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
軽
な
交
通
手
段
と
し
て
年
々
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
自
転
車
で

す
が
、
軽
い
気
持
ち
で
駅
前
な
ど

に
止
め
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
放

置
自
転
車
は
、
街
の
美
観
を
損
な

う
ば
か
り
で
な
く
、
お
年
寄
り
や

子
供
、
体
の
不
自
由
な
方
に
と
っ

て
は
大
変
な
障
害
と
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
各
駅
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
区
域
内
の
道
路
な

若
葉
台
駅
・
稲
城
駅
を

ご
利
用
の
方
へ
の
お
願
い

　

若
葉
台
駅
に
は
駅
１
階
部
分
に
、

稲
城
駅
に
は
駅
北
口
に
駐
輪
場
が

そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
駅
周
辺
歩
道
上
な
ど
へ
の
放
置

自
転
車
が
周
辺
住
民
や
歩
行
者
の

迷
惑
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

定
期
的
に
撤
去
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
通
勤
、
通
学
な
ど
の
た
め
に

自
転
車
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

必
ず
駅
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。京

王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
を

ご
利
用
の
方
へ
の
お
願
い

　

現
在
、
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

駅
駐
輪
場
は
京
王
不
動
産
株
式
会

社
へ
の
返
還
に
伴
い
、　

月
１
日

１０

（
予
定
）か
ら
の
有
料
化
の
た
め
、

ど
に
自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車

を
放
置
す
る
と
、
市
の
条
例
に
基

づ
き
撤
去
・
移
動
し
ま
す
。

※
撤
去
に
伴
う
破
損
（
公
共
物
な

ど
に
施
錠
し
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
な

ど
の
切
断
を
含
む
）に
つ
い
て
は
、

市
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

○
自
転
車
な
ど
は
、
必
ず
駅
周
辺

に
あ
る
駐
輪
場
に
駐
輪
し
て
く
だ

さ
い
。
通
路
や
駐
輪
場
以
外
の
場

所
に
は
絶
対
に
止
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○
自
転
車
を
撤
去
さ
れ
た
方
は
、

自
転
車
等
保
管
場
所
（
京
王
線
高

架
下
）
に
、
①
自
転
車
な
ど
の
鍵

②
印
鑑　

③
身
分
証
明
書（
住
所
・

氏
名
記
載
の
も
の
）　

④
撤
去
手

数
料
（
自
転
車
１
台
＝
１
千
円
・

原
動
機
付
自
転
車
１
台
＝
２
千
円
）

を
持
参
の
う
え
、
水
・
金
・
日
曜

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
の
間
に
引

き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
（　

月
１２

　

日
〜
１
月
３
日
の
間
は
返
還
を

２９

　

７
月　

日
執
行
の
東
京
都
議
会

１２

議
員
選
挙
で
投
票
立
会
人
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
投
票
立
会
人

と
は
、
投
票
所
で
投
票
事
務
が
公

正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
立
ち
会
う

人
の
こ
と
で
す
。

▽
対
象　

選
挙
期
日
に
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る　

歳
２０

代
の
健
康
な
方

▽
期
間
・
時
間
・
会
場（
予
定
）

○
期
日
前
投
票
＝
７
月
４
日（
土
）

〜　

日（
土
）・
午
前
８
時　

分
〜

１１

２０

午
後
８
時
・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
投
票
日
当
日
＝
７
月　

日（
日
）・

１２

午
前
６
時　

分
〜
午
後
８
時
・
市

３０

内　

投
票
所
の
い
ず
れ
か
の
投
票

１６
所▽

報
酬　

日
額
１
万
４
千
円
（
税

込
み
）

※
同
じ
投
票
所
に
複
数
人
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選

◆
共
通
事
項

▽
応
募
方
法　

６
月　

日
ま
で
に

１５

電
話
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

議
員
選
挙
の
投
票
及
び
開
票
事
務

従
事
者（
ア
ル
バ
イ
ト
）を
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
代
の
方

２０

▽
内
容　

投
票
所
設
営
、
投
票
及

び
開
票
事
務

▽
期
間
・
時
間（
予
定
）

○
投
票
所
設
営
＝
７
月　

日（
土
）

１１

の
２
時
間
程
度

○
投
票
及
び
開
票
事
務
＝
７
月　
１２

日（
日
）・
午
前
６
時　

分
〜
午
後

３０

　

時（
約　

時
間
）

１０

１６

▽
会
場　

市
内　

投
票
所
の
い
ず

１６

れ
か
の
投
票
所
、
開
票
所
（
総
合

体
育
館
）

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
賃
金　

時
給
１
１
０
７
円
（
税

込
み
）

　

市
立
保
育
園
で
は
、
臨
時
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
職
種　

①
調
理
員
補
助　

②
保

育
士
補
助

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
勤
務
時
間　

①
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜
５
時

　

分　

②
午
後
２
時
〜
５
時　

分

３０

３０

（
土
曜
日
の
み
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
）
、
早
朝
保
育
・
夕
方

保
育
補
助

※
詳
細
は
面
接
時
要
相
談

▽
勤
務
場
所　

市
立
第
三
保
育
園

（
坂
浜
）

▽
賃
金　

市
規
定
に
よ
る

※
通
勤
距
離
が
２　

以
上
の
場
合
、

km

交
通
費
の
支
給
あ
り

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
（
保
育
士

有
資
格
者
は
資
格
証
明
書
の
写
し
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
第

三
保
育
園　

1　

・
０
８
０
２
、

３３１

5　

・
９
２
０
１

３３１

６
月
１
日
〜　

日　

総
務
省
・
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間　

▽
問
い
合
わ
せ　

関
東
総
合
通
信
局（
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害　

1　

・
６
２
３
８
・
１
９
３
９
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害　

1　

・
６
２
３
８
・
１
９
４
５
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談　

1　

・
６
２
３
８
・
１
９
４
４
）

１０

０３

０３

０３

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

選
挙
事
務
従
事
者

選
挙
事
務
従
事
者

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

歳
代
の

　

歳
代
の

２０２０
投
票
・
開
票
事
務
従
事
者

投
票
・
開
票
事
務
従
事
者

急
募

保保
育
園
の
臨
時
職
員

育
園
の
臨
時
職
員

子
供

 

子
供
の
か
わ
い
い

の
か
わ
い
い

笑
顔
笑
顔
が
待
っ
て
い
ま
す

が
待
っ
て
い
ま
す

改
装
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
無
料
で
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
が
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
駅
か
ら
半
径

５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
駅
を
利
用
す
る
際
の

自
転
車
な
ど
の
使
用
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通
対

策
係
（
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
京
王
不
動
産

株
式
会
社　

1　

・
３
２
９
９
・

０３

３
１
２
４
）

行
な
い
ま
せ
ん
）
。
保
管
期
限
は

撤
去
の
日
か
ら
２
カ
月
で
す
。

　

夫
婦
の
問
題
や
家
族
の
こ
と
、

あ
る
い
は
結
婚
問
題
で
あ
っ
た
り
、

離
婚
に
関
す
る
悩
み
だ
っ
た
り
、

別
な
く
、
生
活
の
安
定
が
確
保
さ

れ
、
一
人
の
人
間
と
し
て
幸
せ
に

生
き
て
い
く
た
め
の
基
本
で
す
。

　

東
京
都
で
は
６
月
を
「
男
女
雇

用
平
等
推
進
月
間
」
と
し
、
男
女

の
雇
用
に
関
す
る
機
会
均
等
の
推

進
を
図
る
た
め
に
様
々
な
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
改

め
て
、
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
産
業
労

働
局
労
働
環
境
課　

1　

・
５
３

０３

２
０
・
４
６
４
９

解
決
に
向
け
た
第
一
歩
へ
！

解
決
に
向
け
た
第
一
歩
へ
！

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

女女
性性
のの

悩悩
みみ
相相
談談

心心
身身
にに
障障
害害
のの
ああ
るる

おお
子子
ささ
んん
のの就就

学学
相相
談談

６
月
は
「
男
女

６
月
は
「
男
女

雇
用
雇
用
平
等
推
進
月
間

平
等
推
進
月
間
」」

で
す
！

で
す
！

歳
代
の
投
票
立
会
人

　

歳
代
の
投
票
立
会
人

２０２０

ご活用ください

教 教育・出産・育・出産・
住宅資金の　 　住宅資金の
融資あっせん融資あっせん 

※
申
請
か
ら
融
資
実
行
ま
で
１
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
あ
っ
せ
ん
先
金
融
機
関
の
審
査

に
よ
り
、
融
資
金
額
が
希
望
額
に

達
し
な
い
、
ま
た
は
融
資
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
こ

の
住
宅
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
と
住

宅
ロ
ー
ン
の
併
用
は
、
で
き
ま
せ

ん
）
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
課

消
費
生
活
係



２１・６・１（７）　代表電話は３７８－２１１１

だ
よ
り�

商  

工  

会�

　

ご
家
庭
で
、
長
い
間
使
っ
て

い
る
ガ
ス
機
器
や
電
気
機
器
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
製
品
が
古
く

な
る
と
部
品
な
ど
が
劣
化
（
経

年
劣
化
）
し
、
火
災
や
死
亡
事

故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
４
月
か
ら
こ
れ

ら
の
製
品
の
事
故
を
防
ぎ
、
長
く

安
全
に
使
う
た
め
に
「
長
期
使
用

製
品
安
全
点
検
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
所
有
者
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、
適
正
な
時
期
に
点
検
通
知
が

届
き
ま
す
。
通
知
が
届
い
た
ら
必

ず
、
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
製
品（
特
定
保
守
製
品
）は
、

○
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
（
都

市
ガ
ス
用
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
）

○
屋
内
式
ガ
ス
風
呂
が
ま
（
都
市

ガ
ス
用
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
）　

○
石
油
給
湯
器

○
石
油
風
呂
が
ま

○
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機

○
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

○
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

の
９
品
目
で
す
。

○
「
特
定
保
守
製
品
」
の
購
入
時

に
は
販
売
事
業
者
な
ど
か
ら
「
点

検
制
度
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
す
の
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は

そ
の
時
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
製
品
を
購
入
し
た
ら
、
製
品
に

添
付
さ
れ
て
い
る
所
有
者
票
に
必

要
記
入
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
カ

ー
に
返
送
し
ま
し
ょ
う
。

○
点
検
時
期
が
来
た
ら
メ
ー
カ
ー

か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
点

検
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

○
点
検
に
は
料
金
が
か
か
り
ま
す

が
、
重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

制
度
開
始
前
（
今
年
３
月　

日
３１

け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か
が
一
目
で

分
か
る
食
事
の
目
安
「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」を
策
定
し
ま
し
た
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
回
転（
運
動
）す
る
こ
と
で

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

「
コ
マ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で（
下
図
参
照
）、
主
食
（
ご
飯
、

パ
ン
、
麺
）
、
副
菜
（
野
菜
、
キ

ノ
コ
、
芋
、
海
藻
料
理
）
、
主
菜

（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
料
理
）、
牛

乳
・
乳
製
品
、
果
物
の
５
グ
ル
ー

プ
の
食
品
や
料
理
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
れ
る
よ
う
、
イ
ラ
ス
ト
で
分

か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
何
が
不
足
し
、
何
を

と
り
過
ぎ
て
い
る
か
、
自
分
の
食

事
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
「
農
林
水
産
省

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
前
）
に
購
入
し
た
製
品
で
も

点
検
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
メ
ー

カ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
悪
質
な
業
者
な
ど
が

メ
ー
カ
ー
の
社
員
を
装
っ
て
訪

れ
、
点
検
費
用
を
請
求
す
る
な

ど
の
被
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

依
頼
し
な
け
れ
ば
、
点
検
員
が

訪
ね
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
で
の
お
困
り
ご
と

は
消
費
者
相
談
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省
で

は
、
一
日
に
「
何
を
」
「
ど
れ
だ

　

「
都
民
住
宅
」
と
は
、
主
に
中

堅
所
得
勤
労
者
の
家
族
を
対
象
と

す
る
公
共
住
宅
で
す
。
「
都
営
住

宅
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

▽
区
分　

家
族
向
（
抽
選
に
よ
る

募
集
）

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

６
月
１

日（
月
）〜　

日（
水
）

１０

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
配
布
場
所　

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
他

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
土
・
日
曜

日
も
配
布
し
ま
す（
数
量
限
定
）。

※
申
込
用
紙
は
、
配
布
期
間
中
の

み
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
必
着

１５

始まりました�
「長期使用製品�
　　安全点検制度」�

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
窓

口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
（
申
込
用
紙
配
布
期

間
中
の
み
。
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

1　

・
３
４
９
８
・
８
８
９
４

０３

い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

1　

・
６
５
４

３７７

６

　

東
京
都
下
水
道
局
で
は
、
雨
期

に
入
る
６
月
を
「
浸
水
対
策
強
化

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
下
水

道
施
設
の
安
全
性
の
確
保
と
都
民

の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
の
降
雨
状
況
が
一
目

で
分
か
る
「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
」

を
「
東
京
都
下
水
道
局
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
下
水
道

局
流
域
下
水
道
本
部　

1　

・　

・

０４２

５２７

４
８
２
８

者
の
方
々
に
は
、
選
任
手
続
き
の

日
に
、
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
た
め
の
お
知
ら
せ
と
質
問
票
を
、

手
続
き
の
６
週
間
前
ま
で
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

質
問
票
で
は
、
辞
退
を
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た
裁
判

員
以
外
の
方
は
、
選
任
手
続
き
の

日
に
、
裁
判
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
裁
判
員
候
補
者
に
な
っ

た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
は
法
律

上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
「
最
高
裁
判
所
裁

判
員
制
度
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課　

1　

・
３
５

０３

８
１
・
２
２
９
５

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
就
職
差
別
に

つ
な
が
る
恐
れ
の
強
い
身
元
調
査

事
件
や
面
接
時
に
本
籍
地
や
思
想
・

信
条
な
ど
を
聞
く
と
い
っ
た
こ
と

が
起
き
て
い
ま
す
。

　

都
で
は
６
月
を
「
就
職
差
別
解

消
促
進
月
間
」
と
し
、
就
職
差
別

を
な
く
し
、
就
職
の
機
会
均
等
を

確
保
す
る
た
め
、
東
京
労
働
局
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し

て
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
採
用
時
や
企
業
内

で
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
産
業
労

働
局
労
働
環
境
課　

1　

・
５
３

０３

２
０
・
４
６
４
９
、
総
務
局
人
権

 
資
金
繰
り
支
援
を
さ
ら
に 

拡
充
し
ま
す
！ 

　

緊
急
保
証
の
枠
を　

兆
円
か
ら
、

２０

更
に　

兆
円
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

３０

 
も
の
づ
く
り
・
販
路
開
拓 

な
ど
を
支
援
し
ま
す
！ 

　

も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
有
す

る
、
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
対
す

る
支
援
を
強
化
し
ま
す
。　

 
商
店
街
の
取
り
組
み
を

応
援
し
ま
す
！ 

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
託
児
所

の
設
置
な
ど
、
社
会
課
題
に
対
応

浸
水
対
策
強
化
月
間 

 
６
月
１
日
〜　

日 
３０

浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適
！
下
水
道 

５
月　

日
か
ら
裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト 

２１

 
裁
判
員
候
補
者
に
、 

質
問
状
が
届
き
ま
す 

　

就
職
は
、生
活
の
安
定
確
保
や
、

労
働
を
通
じ
た
社
会
参
加
な
ど
、

人
間
が
幸
せ
に
生
活
し
て
い
く
う

え
で
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
こ

の
た
め
、
採
用
選
考
は
応
募
者
の

適
性
と
能
力
に
基
づ
き
公
正
に
行

消
費
者
相
談
室

1　

・
３
７
３
８

３７８（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

な
く
そ
う
就
職
差
別

 
問
わ
れ
る
企
業
と 

社
会
の
人
権
感
覚 

　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
少
人

数
制
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
教
室
名　

手
織
り
教
室
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
教
室
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ

サ
リ
ー
教
室

 
出
店
者
募
集

　

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
、
販
売

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
出
店
料　

３
千
円
〜

▽
会
場　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大

丸　

の
５
。
ペ
ア
リ
ー
ロ
ー
ド
稲

１１８
城
商
店
街
・
東
長
沼
交
差
点
南
）

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

あ

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ 
教
室
の
ご
案
内

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

※
就
職
、
転
職
希
望
者
を
除
く
。

▽
期
日　

６
月
９
日（
火
）

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

入
会
説
明
会 
シルバー
人材
センター
問い合わせ
1３７７・２２１２

　

商
工
会
で
は
、
市
内
及
び
近
隣

市
に
お
け
る
創
業
予
定
者
を
対
象

に
、
創
業
に
至
る
ま
で
に
必
要
な

具
体
的
知
識
な
ど
を
習
得
す
る
研

修
「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▽
開
催
日　

７
月
５
日（
日
）・　
１１

日（
土
）・　

日（
日
）・　

日（
土
）・

１２

２５

　

日（
日
）の
計
５
回

２６▽
問
い
合
わ
せ　

商
工
会　

1　

・
３７７

１
６
９
６

「
創
業
塾
」
開
催

 

新
規
開
業
の
促
進
・

地
域
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す 

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

食
育
と
は
、
私
た
ち
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
た
め
、食
に
関
す
る
知
識
と

食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
食
育
を
推
進
し
て
い
く
た

６
月
は
食
育
月
間

６
月
は
食
育
月
間　

毎
月

 

毎
月　

日
は
食
育
の
日

日
は
食
育
の
日

１９１９

め
、
食
育
基
本
計
画
で
は
、
国
や

地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
が
協
力
し
て
食
育
推
進
運
動

を
実
施
し
、
食
育
の
浸
透
を
図
る

た
め
、
毎
年
６
月
を「
食
育
月
間
」

と
定
め
る
と
と
も
に
、
食
育
推
進

運
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
食
育
の
一
層
の
定
着
を
図
る

た
め
、
毎
月　

日
を「
食
育
の
日
」

１９

と
定
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

 

食
事
バ
ラ
ン
ス

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

ガ
イ
ド

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
保
健

セ
ン
タ
ー　

1　

・

３
４
２
１

３７８

入
居
者
募
集

都都
民
住
宅

民
住
宅

第第　

回
東
京
都
施
行
型

回
東
京
都
施
行
型

１３１３

▲食事バランスガイド

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

 
中
小
・
小
規
模
企
業
を 

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！ 

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補

▽
期
日　

７
月
３
日（
金
）

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

　

分
５０※

車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

都
立
多

摩
桜
の
丘
学
園　

1　

・
８
１
１
１

３７４

都
立
多
摩
桜
の
丘
学
園 
学
校
公
開

　

最
後
ま
で
、
自
分
ら
し
く
心

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
役
立
つ

の
が
「
遺
言
」
と
「
任
意
後
見

制
度
」
で
す
。
意
外
と
知
ら
れ

い
な
ぎ
社
会
福
祉
士
会

 
設
立
3
周
年
記
念
講
演
会

　

地
域
に
暮
ら
す
、地
域
で
支
え
る 

暮
ら
し
を
守
る
公
証
人
活
用
講
座 

す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

 

雇
用
維
持
に
取
り
組
む
中
小
・

小
規
模
企
業
を
支
援
し
ま
す
！ 

　

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
の
迅

速
化
・
簡
素
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

 
経
済
危
機
対
策
に
お
け
る

税
制
改
正
！ 

　

交
際
費
な
ど
の
損
金
不
算
入
制

度
に
つ
い
て
、
資
本
金
１
億
円
以

下
の
法
人
の
定
額
控
除
限
度
額
を
、

４
０
０
万
円
か
ら
６
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
、
交
際
費
課
税
を
軽
減

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

関
東
経
済
産
業

局
中
小
企
業
課　

1　

・　

・
０

０４８

６００

３
３
４
、
中
小
企
業
金
融
課　

1

　

・　

・
０
４
２
５

０４８

６００

施
策
推
進
課　

1　

・
５
３
８
８
・

０３

２
５
９
５

て
い
な
い
「
公
証
人
」
の
仕
事
を

含
め
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
期
日　

６
月
７
日（
日
）

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

※
講
演
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
あ

り
ま
す
。

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

小
田　
 
泰  
機 
氏
（
多
摩

や
す 
き

公
証
役
場
・
公
証
人
）

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

い
な
ぎ
社
会
福
祉
士
会（ 
大 
輪
   

）　

お
お 
わ

1　

・
１
４
６
５
・
２
４
７
２

０９０



２１・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

多
田　

1　

・　

・
３
０
４
１

（株）

０４４

９４６

①
６
月　

日（
日
）４
時
〜　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
／
国
立
競
技
場　

②
６
月　

日（
水
）７
時
〜　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
／
国
立
競
技
場　

※
い
ず
れ
も
市
民
シ
ー
ト
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１４

VS

２４

VS

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談（特設相談） １０時～正午・１時～４時（受付終了） 
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月６／１

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水３

３歳児健康診査（平成１８年５月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木４

母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金５

土６

＋休日急病診療所　桜井医院（押立）９時～５時　　1３７８－３２２４日○７ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月８

３カ月～４カ月児健康診査（２１年２月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
行政相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火９

１歳６カ月児健康診査（１９年１１月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水１０

１歳児歯科健診（２０年５月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
登記相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１１

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金１２

心の専門相談 １時～４時（前日までに予約） 福祉センター土１３

＋休日急病診療所　高クリニック（平尾）９時～５時　1３３１－８２０１
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時
　　　　　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○１４ 

離乳食調理講習会（２１年１月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１５

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）とあるものは、前日の８時３０分から５時まで
予約を受け付けます。６月１４日（日）の法律相談は６月１２日（金）の８時３０分から５時ま
で予約を受け付けます（先着順）。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。
※福祉センターの相談予約は、（1３７８－３３６６）です。
※６月５日（金）の母子健康相談は前日までの予約制です。当日予約及び予約のない方
の来所は、ご遠慮ください。

胃がん検診希望

１．７月１３日（月）・
 　第三文化センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診
日

現
在　

歳
以
上
の
方
（
原
則
１
年

３５

に
１
度
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。
当
日
の
体

調
や
問
診
に
よ
り
、
受
診
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場　

７
月　

日（
月
）・

１３

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
人
数　
　

人
４０

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料　

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:/
/
w

w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）
、
持
参

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月
８
日
必
着

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

す
。

▽
対
象　
　

年　

月
生
ま
れ
の
お

１８

１１

子
さ
ん

▽
期
日　

６
月　

日（
金
）

１９

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

歯
科
健
診
・
個
別
相
談

（
食
事
や
歯
ブ
ラ
シ
の
事
な
ど
）

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、コ
ッ
プ
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

照
（
表
面
に
も「
歯
科
健
診
申
込
」

と
明
記
）
の
う
え
、
は
が
き
、
封

書
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
必
着

１２

　

歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
診
や
フ

ッ
素
塗
布
な
ど
の
予
防
処
置
を
受

け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、
お
子

さ
ん
の
食
べ
方
が
気
に
な
る
方
を

対
象
に
、
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま

ポリオ予防接種

期日会場

６月２日（火）・
　　２６日（金）

保健セン
ター

６月１５日（月）第二文化
センター

６月２２日（月）第三文化
センター

６月１１日（木）第四文化
センター

▲申し込み記入例

２歳６カ月児
歯科健診申込

健　診　日　６月１９日
幼 児 氏 名　　　　　
保護者氏名　　　　　
幼児生年月日　　　　　
住　　　所　　　　　
電 話 番 号　　　　　

予
防
接
種

予
防
接
種

ポ
リ
オ

 
ポ
リ
オ

（（
急急
性
灰
白
髄
炎
）

性 
灰  
白  
髄  
炎 
）

か
い 
は
く 
ず
い 
え
ん

▽
対
象（
接
種
年
齢
）　

生
後
３
カ

月
以
上
７
歳
６
カ
月
ま
で
の
お
子

さ
ん

▽
会
場
・
期
日　

右
下
表
の
と
お
り

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

２
時　

分
３０

▽
接
種
方
法　
　

日
以
上
の
間
隔

４１

を
あ
け
て
２
回
投
与

※
今
回
１
回
目
の
方
は
、
２
回
目

は
秋
に
な
り
ま
す
。

▽
個
人
通
知　

１
回
目
＝　

年
６

２０

月
１
日
〜　

年
１
月　

日
生
ま
れ

２１

３１

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
郵
送
。
２

回
目
＝　

年
２
月
１
日
〜　

年
５

２０

２０

月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
対

３１
象
に
郵
送

※
個
人
通
知
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
お
子
さ
ん
で
も
接
種
年
齢
で

あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

診
票

※
予
診
票
は
、
接
種
会
場
に
も
用

意
し
ま
す
。

 
予
防
接
種
を
受
け
る
時
の
注
意 

　

保
護
者
の
方
は
、「
お
知
ら
せ
」

と
小
冊
子「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

健
康
」を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
調
理
講
習

健
康
な
食
事
づ
く
り

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員
主
催

 

推
進
員
主
催

前
期
調
理
講
習
会

　

前
期
調
理
講
習
会

前期の調理講習会

広報いなぎ
掲載予定内容会場期日

６月１５日号
ニーハオ!!
中華でおも
てなし

第四文化
センター

６月２６日
（金）

７月１日号
初夏のおし
ゃれな 惣  菜 

そう ざい
第二文化
センター

７月８日
（水）

９月１日号あなたのも
とへ秋会席

城山文化
センター

９月１８日
（金）

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

１７

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

ミ
ニ
集
団
で
の
講
話
、

歯
ブ
ラ
シ
指
導
、
個
別
相
談

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
定
員　
　

人（
先
着
）

２０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
日　

６
月　

日（
火
）

１６

※
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・ 
梅  
毒 
・ 
淋  
菌 
な

ば
い 
ど
く 

り
ん 
き
ん

ど
の
性
感
染
症
も
同
時
検
査
可
能

▽
時
間　

午
後
５
時
〜
７
時

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
感
染
の
機
会
か
ら　

日
経
過
し

６０

て
い
な
け
れ
ば
検
査
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

▽
結
果
説
明
日　

６
月　

日（
火
）

２３

※
検
査
申
込
書
控
え
を
必
ず
持
参

▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都

南
多
摩
保
健
所　

1　

・
７
６
６

３７１

１

　

「
歯
が
生
え
て
き
た
け
ど
、
う

ま
く
歯
み
が
き
で
き
な
い
な
ぁ
」

と
い
う
方
、
親
子
で
歯
み
が
き
を

練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

第
１
子
で
、
１
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

新型インフルエンザ新型インフルエンザ
感染防止のために感染防止のために

直接、医療機関には行かないでください
　７日以内に、新型インフルエンザが蔓延している国ま
たは地域に滞在などをした方で、３８度以上の高熱・せき・
呼吸困難・全身痛など、インフルエンザと思われる症状
が出た場合や疑わしい症状が出た場合には、まずは、南
多摩保健所など次の相談窓口に電話で相談してください。
また、感染を防ぐため、極力他の人との接触を避け、マ
スクの着用・手洗い・うがいを行ってください。

▽相談窓口
○南多摩保健所（平日、土・日曜日、祝日の午前９時
～午後９時）　1３７１－７６６１
○東京都発熱相談センター（上記以外の時間帯）　1０３
－５３２０－４５０９
○保健センター（平日午前９時～午後５時）　1３７８－３４２１

（５月２５日現在）

▽
期
日　

６
月　

日（
金
）　

１２

▽
時
間　

午
後
２
時　

分
〜
３
時

５０

　

分
２０▽

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診
時

妊
娠　

週
か
ら　

週
の
方　

１６

２７

▽
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
・

相
談　

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

 
妊
婦
歯
科
健
康
診
査

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
前
期
の

日
程
は
左
上
表
の
通
り
で
す
。

※
毎
回
好
評
の
こ
と
か
ら
、
一
人

で
も
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加
で

き
る
よ
う
、
前
期
・
後
期
各
１
回

ま
で
の
参
加
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▽
会
場
・
期
日　

①
第
三
文
化
セ

ン
タ
ー
・
６
月
９
日（
火
）　

②
第

四
文
化
セ
ン
タ
ー
・
６
月　

日（
水
）

１０

③
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
・
６
月
８

日（
月
）

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１０

　

分
３０▽

内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど　

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

地
域
出
張
健
康
相
談

地
域
出
張
健
康
相
談

２
歳
６
カ
月
児

２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

歯
科
健
診


